
平成２５年度自己評価中間報告書

評価の観点 実施状況の達成度判断基準 中間評価 分析・改善策等

１ ① 積極的な声かけ・
挨拶を通じて、円
滑な人間関係の構
築を図る。

【成果指標】
挨拶ができた生徒の
割合。

挨拶ができた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

生徒調査
　86.2%
　評価　Ｂ
教員調査
　50.0%
　評価　Ｄ

挨拶を返すことはできるようになってき
たが、自ら進んで挨拶をするまでには
至っていない。それが生徒・教員調査の
差となって表れているのは昨年と同様で
ある。「あいさつは自らするものだ」と
いうことを学校生活全体で伝えたい。

② 遅刻・欠席防止の
ために、家庭との
連携を密にする。

【成果指標】
年間５回以上遅刻す
る常習者を昨年度７
７名より減らす。

年間遅刻回数５回以上の生徒
数
Ａ ７０名未満
Ｂ ７０名以上
Ｃ ８０名以上
Ｄ ９０名以上

4月～7月の
遅刻回数
５回以上の
生徒数
　   35人
　評価　Ｃ

このままのペースでいくと２月調査時に
は８０人を超える。すでに４回に達して
いる生徒もいるので、その生徒達への指
導が必要である。同時に、全校生徒に対
し、時間を守る意識の向上を図る工夫を
したい。

２ ① 基礎学力の定着の
ために授業の進め
方や授業内容の工
夫改善を図る。

【成果指標】
個に応じた指導や教
材、教具の工夫に
よって、授業内容が
よく分かったと答え
る生徒の割合。

授業がわかりやすいと感じた
生徒の割合
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

生徒調査
　90.0%
　評価　Ａ

全体的には基礎重視の授業が行われてい
るので、わかりやすいと感じる生徒は多
い。しかし、個に応じた指導がなされて
いるかは今後の課題である。特に発展的
学習を必要とする生徒に対する工夫が必
要である。

③ 課題・宿題等につ
いて工夫するとと
もに、提出を徹底
させる。

【成果指標】
課題・宿題等を期日
までに提出する生徒
の割合。

提出状況が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％以上
Ｃ ７０％以上
Ｄ ７０％未満

生徒調査
　83.3%
　評価　Ｂ
教員調査
　58.4%
　評価　Ｄ

課題の提出状況は学年が進むにつれて向
上している。教員調査の値が低いのは、
促されて提出するのではなく、生徒自ら
が考えて主体的に課題に取組む姿勢を教
員側が求めている表れであろう。粘り強
い指導を継続していく。

３ 早期に進路意識の
高揚を図るため、
適宜、具体的な進
路情報の提供と、
志望進路実現のた
めの支援体制及び
支援内容の充実に
努める。

① ３年間を見通した
指導計画に基づ
き、能力・適性に
応じた支援・指導
を行う。

【成果指標】
自分の進路に関心を
持つようになり、将
来を前向きに考えら
れるようになった生
徒の割合。

進路意識が向上した生徒が
Ａ ８０％以上
Ｂ ６０％以上
Ｃ ４０％以上
Ｄ ４０％未満

生徒調査
　76.4%
　評価　Ｂ

当然ながら３年生は目前に進路決定が
迫っており意識は高い。１年生において
は１０月、２年生においては１１月に進
路学習が予定されているので、次回調査
時にはさらにＡ評価に近づく予定であ
る。

重点目標 具体的取組

基本的な生活習慣
の確立を図るため
に、個々の生徒の
実態を把握し、一
人ひとりに対する
適切な生徒指導に
努める。

基礎学力の定着と
ともに発展的学習
を取り入れること
により、多様な生
徒に対して向学心
及び学習意欲の喚
起を図る。


